
シンポジウム

～子供の学びの姿と
　教師の学びの姿は相似形～
          　 教科の枠を超えて，｢学習者主体の授業｣
          　 について語り合ってみませんか⁉
          　 ｢学びの羅針盤｣を手がかりに，授業観を
          　 アップデートしてみませんか⁉

シンポジストによる県内外の様々な取組の紹介，
LiveＱを使った参加者との質疑応答などを通して
「学習者主体の授業」をどのように創ったらよい
か，学力向上に向けて学校の組織力をどのように
高めたらよいかを議論します。

　  【義務教育課Facebook】

　鹿児島県教育委員会
　義務教育課
　099-286-5300
　gimu@edu.kagoshima.lg.jp

〈シンポジスト〉
鹿児島大学教育学部
廣瀬真琴　准教授

〈シンポジスト〉
鹿児島市立谷山中学校

玉利勝美　校長

グループ別協議

｢学習者主体の授業｣の創造

〈コーディネーター〉
鹿児島県教育庁義務教育課

水島淳　課長

〈シンポジスト〉
名古屋市教育委員会
坪田知広　教育長

〈シンポジスト〉
垂水市立垂水小学校

通村隆翔　教諭

　「「学習者主体の授業」を実現するために，各学校
ではどのような取組ができるか」をテーマに，シンポ
ジウムの振り返りや実践等の共有をグループごとに行
います。

15:30～16:20

名古屋市では，自律して学び続ける子供の育成
を目指し，「ナゴヤ学びのコンパス」を基に，
全教職員が対話を重ねながら，それぞれの学校
や子供たちとの実態に合った教育について考
え，実践を進めています。　

「学習者主体の授業」実現プロジェクトアドバイ
ザーとして，子供の学びの姿を見取り授業改善に
つなげることの価値や，教職員集団の同僚性を構
築する「巡りあい学びあう授業研究」を，県下全
域に広げる取組を進めています。

「「魅力ある」を創造する学校へ」を学校のテー
マに掲げ，「ティーチング＆コーチング」を基盤
としながら，校内研修の充実や教員の授業改善に
取り組んでいます。

県小学校高学年教科担任制実践研究モデル
校及びリーディングＤＸスクール指定校と
して，指導法改善の研究・実践に取り組ん
でいます。

【テーマ】

13:20～15:20


